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１
　
は
じ
め
に

筆
者
は
以
前
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
導
入
前
後
の
金
融
機
関
・
機
関
投
資
家
に
よ
る
国
債
取
引
に
つ
い
て
、
そ
の
変
化
状
況
を
分
析
し

た
（
１
）。

本
稿
で
は
、
当
該
分
析
の
延
長
と
し
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
導
入
に
先
立
つ
期
間
中
に
お
け
る
銀
行
部
門
の
保
有
状
況
を
分
析
す

る
。
具
体
的
に
は
、
都
市
銀
行
（
都
銀
）・
地
方
銀
行
（
地
銀
）・
第
二
地
方
銀
行
（
第
二
地
銀
）
の
各
部
門
に
つ
い
て
、「
国
債
保
有

動
機
」「
国
債
の
保
有
量
の
差
異
」「
地
域
別
の
保
有
格
差
」
に
注
目
し
た
分
析
を
行
う
。

２
　
本
稿
の
視
点
・
デ
ー
タ

本
稿
の
作
業
は
、
個
別
銀
行
の
国
債
保
有
残
高
を
集
計
し
、
銀
行
の
業
種
別
・
地
域
別
の
国
債
保
有
状
況
を
把
握
・
分
析
す
る
。

さ
ら
に
、
当
該
デ
ー
タ
を
用
い
た
パ
ネ
ル
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
銀
行
の
国
債
保
有
動
機
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

使
用
デ
ー
タ
は
、
全
国
銀
行
協
会
が
発
表
す
る
「
全
国
銀
行
決
算
発
表
」
内
の
個
別
行
財
務
諸
表
デ
ー
タ
で
あ
り
、
対
象
期
間
は

平
成
二
〇
年
〜
二
四
年
度
の
五
年
間
で
あ
る
。
当
該
期
間
は
い
わ
ゆ
る
異
次
元
緩
和
の
直
前
期
で
あ
り
、
銀
行
部
門
の
国
債
保
有
残

高
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
期
間
と
重
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
稿
で
は
銀
行
に
お
け
る
国
債
残
高
が
膨
張
す
る
過
程
の
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
行
レ
ベ
ル
で
の
国
債
保
有
残
高
の
推
移
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
銀
行
に
よ
る
国
債
投
資
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
但
し
、
対
象
と
な
る
銀
行
の
財
務
諸
表
中
の
国
債
残
高
デ
ー
タ
中
、

異
次
元
緩
和
前
の
銀
行
の
国
債
投
資
状
況

志
馬
　
祥
紀



各
国
債
の
残
存
期
間
（
短
期
・
中
期
・
長
期
・
超
長
期
の
別
）
は
不
明
で
あ
り
、

そ
の
判
別
が
で
き
な
い
等
の
制
約
が
存
在
す
る
。

３
　
国
債
保
有
者
の
状
況

図
表
１
は
、
国
債
等
の
保
有
者
別
構
成
比
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
デ
ー
タ

は
年
度
末
で
あ
る
が
、
二
〇
一
三
年
は
一
二
月
末
、
二
〇
一
四
年
は
三
月
末
現

在
の
値
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
国
債
等
に
は
、
一
般
政
府
（
中
央
政
府
）
の

ほ
か
、
公
的
金
融
機
関
（
財
政
融
資
資
金
）
の
発
行
分
が
含
ま
れ
る
。

当
該
表
に
お
い
て
、
国
内
銀
行
部
門
の
国
債
保
有
残
高
比
率
は
二
〇
一
〇
年

頃
よ
り
拡
大
し
て
お
り
、
国
債
の
大
量
消
化
機
関
と
し
て
存
在
感
を
示
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

４
　
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
の
国
債
保
有
状
況
（
平
成
二
〇
年
・

二
四
年
比
較
）

（
１
）
各
部
門
の
概
要

図
表
２
は
、
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
部
門
の
国
債
保
有
残
高
の
推
移
を
示

し
て
い
る
。
対
象
期
間
は
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
一
月
か
ら
二
〇
一
四

年
（
平
成
二
六
年
）
五
月
で
あ
る
。
同
期
間
は
銀
行
の
保
有
国
債
残
高
が
拡
大
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（出所）日本銀行「資金循環統計」
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図表１　国債等の保有者別構成比
（％）

構成比 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
金融仲介機関 58.8 65.3 65.3 61.5 58.8 
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うち公的年金 2.4 7.5 6.5 7.1 6.7 
中央銀行 10.6 9.7 13.2 17.4 20.1 
海外 5.8 8.3 8.4 8.0 8.4 
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し
、
そ
の
後
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
時
期
で
あ
る
。
同
期
間
中
、
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
の
全
部
門
に
お
い
て
、
国
債
の
残
高
は
拡

大
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
都
銀
部
門
の
拡
大
は
著
し
い
。

図
表
３
は
、
都
銀
部
門
の
預
金
・
貸
出
金
・
国
債
保
有
残
高
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

（26）

図
表
２
　
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
の
国
債
保
有
残
高
推
移
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）



同
図
表
中
、
預
金
残
高
は
継
続
的
に
拡
大
す
る
一
方
、
貸
出
金
残
高
は
減
少
、
国
債
残
高
は
拡
大
し
て
い
る
。

図
表
４
は
地
銀
部
門
の
、
図
表
５
は
第
二
地
銀
部
門
の
預
金
・
貸
出
金
・
国
債
保
有
残
高
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
図
表

に
お
い
て
、
国
債
残
高
は
拡
大
し
て
い
る
が
、
都
銀
部
門
ほ
ど
顕
著
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
預
金
残
高
は
継
続
的
に
拡
大

（27）

図
表
３
　
都
銀
の
預
金
・
国
債
・
貸
出
金
残
高
の
推
移
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す
る
一
方
、
貸
出
金
残
高
も
横
ば
い
あ
る
い
は
微
増
し
て
お
り
、
都
銀
部
門
と
は
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
。

図
表
６
は
、
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
の
各
銀
行
部
門
に
つ
い
て
、
平
成
二
〇
年
度
及
び
二
四
年
度
の
、
預
金
・
貸
出
金
・
国
債

保
有
残
高
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
各
残
高
の
シ
ェ
ア
値
は
、
全
部
門
の
合
計
値
を
一
〇
〇
％
と
し
た
場
合
の
、
各
部
門
の
比
率
で
あ

る
。

（28）

図
表
４
　
地
銀
の
預
金
・
国
債
・
貸
出
金
残
高
推
移
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預
金
シ
ェ
ア
は
都
銀
部
門
が
約
五
割
を
占
め
、
次
い
で
地
銀
部
門
が
四
割
弱
、
第
二
地
銀
部
門
が
約
一
割
と
な
っ
て
い
る
。
各
部

門
の
行
数
に
つ
い
て
、
平
成
二
四
年
度
の
都
銀
部
門
が
六
行
（
２
）、

地
銀
が
六
四
行
、
第
二
地
銀
が
四
一
行
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

銀
行
業
界
に
お
け
る
都
市
銀
行
の
存
在
感
は
突
出
し
て
い
る
。

（29）

図
表
５
　
第
二
地
銀
　
預
金
・
国
債
・
貸
出
金
残
高
推
移
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次
に
、
国
債
保
有
シ
ェ
ア
の
状
況
に
お
い
て
、
都
銀
部
門
の
大
き
さ
は
顕
著
で
あ
る
。
同

部
門
は
約
七
割
を
占
め
、
地
銀
部
門
の
二
五
％
前
後
、
第
二
地
銀
の
五
％
前
後
に
比
し
て
、

圧
倒
的
な
大
き
さ
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
貸
出
金
残
高
シ
ェ
ア
に
お
け
る
各
部
門
の
比
率
が
、

預
金
シ
ェ
ア
比
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
点
と
対
照
的
で
あ
る
。

ま
た
、
各
銀
行
部
門
の
変
化
を
平
成
二
〇
年
度
及
び
二
四
年
度
を
比
較
し
た
場
合
、
以
下

の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。

都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
に
つ
い
て
預
金
残
高
は
拡
大
し
て
い
る
が
、
同
シ
ェ
ア
に
大
き

な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

都
銀
の
国
債
保
有
シ
ェ
ア
は
上
昇
し
て
お
り
（
＋
四
％
）、
地
銀
・
第
二
地
銀
に
比
べ
そ

の
度
合
は
大
き
い
。
し
か
し
、
地
銀
・
第
二
地
銀
の
保
有
算
残
高
も
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
（
残
高
比
が
地
銀
で
一
・
六
倍
、
第
二
地
銀
で
一
・
二
倍
）、
相
対
的
に
都
銀
の
上
昇
ピ

ッ
チ
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
残
高
比
で
一
・
九
倍
）。

貸
出
金
残
高
に
つ
い
て
、
地
銀
・
第
二
地
銀
は
拡
大
す
る
一
方
（
残
高
比
で
地
銀
は
一
・

〇
七
倍
、
第
二
地
銀
は
一
・
〇
三
倍
）、
都
銀
は
絶
対
値
で
減
少
し
て
お
り
（
残
高
比
で

〇
・
九
八
倍
）、
都
銀
の
貸
出
金
シ
ェ
ア
は
相
対
的
に
低
下
（

二
％
）
し
て
い
る
。

図
表
７
は
、
平
成
二
〇
年
度
及
び
二
四
年
度
の
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
部
門
の
各
指
標

デ
ー
タ
（
預
金
と
貸
出
金
の
比
率
（
預
貸
率
）、
預
金
と
国
債
残
高
の
比
率
（
国
債
預
金
率
）、

預
金
と
総
資
産
の
比
率
（
預
金
総
資
産
率
）、
貸
出
金
と
総
資
産
の
比
率
（
貸
出
金
総
資
産

（30）

図表６　預金・貸出金・国債勘定の合計値（億円）・シェア（％）

合計

平成20年

66,672,736
827,143,994

預金

8.1
100.0

第二地銀 60,025,027 10.1 5.2
595,396,933 100.0 100.0

預金シェア 国債シェア 貸出金 貸出金シェア 資産の部合計 資産シェア

45,158,759 10.4
433,933,768 100.0

都市銀行 273,523,381 51.6 67.4 224,857,232 53.1 436,549,625 60.1
地方銀行 200,562,759 37.8 25.2 155,037,102 36.6 228,605,291 31.5
第二地銀 56,099,513 10.6 7.4 43,583,201 10.3 61,212,974 8.4
合計 530,185,653 100.0 100.0 423,477,535 100.0 726,367,890 100.0

平成24年 預金 預金シェア 国債シェア 貸出金 貸出金シェア 資産の部合計 資産シェア
都市銀行 306,838,673 51.5 71.5 221,409,505 51.0 495,527,724 59.9
地方銀行 228,533,233 38.4 23.3 167,365,504 38.6 264,943,534 32.0

国債
56,707,234
21,180,466

6,245,413
84,133,113

国債
107,960,067

35,156,681
7,777,049

150,893,797



率
）、
国
債
残
高
と
総
資
産
の
比
率
（
国
債
総
資
産
比
率
）、
経
常
利
益
率
）
を
示
し
て
い

る
。こ

れ
ら
デ
ー
タ
は
預
金
、
あ
る
い
は
総
資
産
残
高
を
基
準
と
し
て
、
貸
出
金
、
国
債
残

高
の
業
種
別
構
成
比
を
比
較
し
て
い
る
。
当
該
比
較
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

業
種
別
の
比
較
結
果
と
し
て
、
預
貸
率
は
都
銀
が
最
も
高
く
、
第
二
地
銀
、
地
銀
の
順

で
低
い
。
国
債
保
有
比
率
は
、
都
銀
が
最
も
高
く
、
地
銀
、
第
二
地
銀
の
順
と
な
り
、
地

銀
と
第
二
地
銀
間
で
は
状
況
が
異
な
る
。

預
金
総
資
産
比
率
は
、
第
二
地
銀
が
最
も
高
く
、
地
銀
、
都
銀
の
順
に
低
い
。
こ
れ
は

都
銀
（
及
び
一
部
の
地
銀
）
が
、
預
金
の
他
、
債
券
発
行
等
有
価
証
券
市
場
経
由
の
資
金

調
達
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
順
位
は
貸
出
金
と
総

資
産
の
比
率
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
地
銀
が
最
も
貸
出
金
の
占
め
る
比
率
が
高

く
、
次
い
で
地
銀
、
都
銀
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

経
営
上
の
収
益
力
を
示
す
経
常
利
益
率
に
つ
い
て
は
、
都
銀
が
最
も
高
く
次
い
で
地
銀
、

第
二
地
銀
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
〇
年
度
と
二
四
年
度
の
各
指
標
を
比
較
し
た
結
果
、
全
て
の
銀
行
部
門

に
お
い
て
、
預
貸
率
は
二
四
年
が
減
少
す
る
一
方
で
、
国
債
預
金
率
は
二
四
年
が
上
昇
す

る
な
ど
、
貸
出
金
と
国
債
の
間
に
逆
方
向
の
動
き
が
み
ら
れ
る
（
同
様
に
、
国
債
が
総
資

（31）

図表７　預金・貸出金・国債等の比率（各銀行の平均値）

＊データは各銀行の個別財務諸表の値より計算
第二地銀

平成20年
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0.111
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地方銀行 0.724 0.151
0.752 0.123
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（国債残÷預金）

貸出金総資産比率
（貸出金÷総資産）

国債総資産比率
（国債÷総資産）

経常利益率

0.633
0.681

都市銀行 0.895 0.228 0.550 0.142 0.040
地方銀行 0.761 0.108 0.678 0.096 0.017
第二地銀 0.778 0.097 0.721 0.090 0.015

平成24年
預貸率

（貸出金÷預金）
国債預金率

（国債÷預金）
貸出金総資産比率
（貸出金÷総資産）

国債総資産比率
（国債÷総資産）

経常利益率

都市銀行 0.793 0.349 0.483 0.210 0.113

預金総資産率
（預金÷総資産）

0.678
0.891
0.928

預金総資産比率
（預金÷総資産）

0.673
0.875
0.906



産
に
占
め
る
比
率
も
、
全
て
の
銀
行
部
門
に
つ
い
て
平
成
二
四
年
度
が

二
〇
年
度
よ
り
も
上
昇
し
て
い
る
）。

そ
し
て
、
経
常
利
益
率
に
つ
い
て
は
平
成
二
四
年
が
二
〇
年
よ
り
も

高
く
、
収
益
率
の
回
復
状
況
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
図
表
８
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
二
四
年
度
ま
で
の
都
銀
・

地
銀
・
第
二
地
銀
の
各
部
門
に
お
け
る
預
貸
率
及
び
国
債
預
金
率
の
推

移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
結
果
は
概
ね
上
述
の
内
容
と
一
致
す

る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
都
銀
部
門
の
預
金
国
債
率
は
、
平
成
二
四

年
度
で
は
な
く
二
三
年
度
に
そ
の
ピ
ー
ク
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
２
）
地
銀
・
第
二
地
銀
の
地
域
別
状
況

本
節
で
は
各
地
方
別
の
銀
行
に
お
け
る
指
標
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

地
方
分
類
に
際
し
て
は
、
本
店
所
在
地
を
も
っ
て
当
該
銀
行
の
所
属
地

方
と
す
る
。
但
し
都
銀
部
門
に
お
い
て
、
り
そ
な
銀
行
及
び
埼
玉
り
そ

な
銀
行
の
持
ち
株
会
社
が
東
京
に
本
店
を
有
し
て
お
り
、
事
実
上
全
都

銀
の
本
店
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
意
思
決
定
部
門
）
が
関
東
地
方

（
東
京
）
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
地
銀
及
び
第
二
地
銀
の

み
を
分
析
対
象
と
す
る
。

（32）

図表８　銀行の預貸率・預金国債率の推移（各業種の平均値）
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図
表
９
は
地
銀
の
地
方
別
の
預
貸
率
の
推
移
を
示
す
。

同
図
中
、
相
対
的
に
預
貸
率
が
高
い
の
は
東
海
地
方
で
あ
り
、
東
北
地

方
は
低
い
。

ま
た
、
全
体
と
し
て
預
貸
率
は
平
成
二
〇
年
度
か
ら
二
四
年
度
に
か
け

て
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
九
州
沖
縄
及
び
関
東
地
方
の
預
貸
率
は

平
成
二
三
年
・
二
四
年
に
か
け
て
上
昇
傾
向
を
示
す
等
一
様
で
は
な
い
。

ま
た
東
北
地
方
の
値
は
同
期
間
に
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

図
表
10
は
第
二
地
銀
の
預
貸
率
推
移
を
示
し
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
銀
の
預
貸
率
と
の
違
い
で
あ
る
。
第
二
地
銀
部

門
は
全
体
と
し
て
地
銀
の
値
よ
り
も
高
く
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
値

は
平
成
二
三
年
を
底
と
し
て
、
平
成
二
四
年
度
に
は
多
く
の
地
方
に
お
い

て
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

地
域
別
の
水
準
に
つ
い
て
、
第
二
地
銀
の
預
貸
率
は
近
畿
地
方
が
最
も

高
く
、
東
海
地
方
は
相
対
的
に
低
く
推
移
し
て
い
る
。

東
北
地
方
は
低
い
値
で
推
移
し
て
お
り
、
平
成
二
二
年
度
以
降
そ
の
値

が
低
下
し
て
い
る
点
は
、
地
銀
と
共
通
し
て
い
る
。

図
表
11
は
地
銀
の
国
債
預
金
比
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
当
該
図
表

（33）

図表９　地銀の地方別の預貸率
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図表10 第二地銀　地方別の預貸率
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図表11 地銀　地方別の国債預金率
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に
お
い
て
、
預
金
残
高
に
対
す
る
国
債
残
高
の
比
率
は
上
昇
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
同
種
傾
向
は
、
前
述
の
預
貸
率
の
低
下
傾
向
と
対
照
的
で
あ
る
。

年
度
別
に
は
、
中
国
や
四
国
地
方
の
よ
う
に
国
債
預
金
比
率
が
平
成
二

三
年
度
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
ま
た
、
近
畿
地
方
で
は

平
成
二
四
年
度
に
は
大
幅
に
同
比
率
が
減
少
し
て
い
る
。
地
方
別
の
水
準

で
は
、
東
海
地
方
の
比
率
が
低
く
、
北
海
道
地
域
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

地
域
別
の
預
貸
率
状
況
と
対
照
的
で
あ
る
。

図
表
12
は
第
二
地
銀
の
地
域
別
国
債
預
金
比
率
の
推
移
で
あ
る
。
同
図

中
、
地
域
に
よ
り
散
ら
ば
り
が
相
当
存
在
し
て
い
る
。
全
国
平
均
値
は
平

成
二
四
年
度
ま
で
上
昇
し
て
い
る
が
、
関
東
地
方
の
よ
う
に
平
成
二
二
年

度
か
ら
国
債
預
金
比
率
が
減
少
し
て
い
る
地
域
が
み
ら
れ
る
。

５
　
パ
ネ
ル
分
析

（
１
）
パ
ネ
ル
分
析
の
内
容

本
節
で
は
、
個
別
行
の
国
債
保
有
比
率
（
国
債
預
金
比
や
、
国
債
総
資

産
比
率
）
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
、
個
別
行
の
財
務
諸
表
値
デ
ー
タ
（
平

成
二
〇
年
度
〜
二
四
年
度
）
に
基
づ
き
パ
ネ
ル
分
析
を
行
う
。
同
分
析
に

お
け
る
主
要
な
説
明
変
数
は
、
貸
出
金
比
率
で
あ
り
、
国
債
保
有
比
率
と

（35）

図表12 第二地銀　地方別の国債預金率
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の
関
係
が
注
目
点
と
な
る
。
併
せ
て
「
地
域
別
に
統
計
上
有
意
な
差
異
の
有
無
」「
銀
行
の
収
益
率
と
の
関
係
」
等
に
つ
い
て
も
分

析
す
る
。

分
析
は
「
全
銀
行
」
及
び
「
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
別
」
の
計
四
種
に
つ
い
て
実
施
し
、
さ
ら
に
分
析
の
精
度
向
上
を
目
的
と

し
て
、
以
下
の
二
つ
の
モ
デ
ル
（
モ
デ
ル
①
②
）
を
設
定
し
て
各
々
計
測
す
る
。
モ
デ
ル
①
は
銀
行
の
預
金
残
高
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

国
債
保
有
比
率
の
分
析
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
モ
デ
ル
②
は
、
銀
行
の
総
資
産
中
に
占
め
る
各
項
の
比
率
に
注
目
し
て
同
様

の
分
析
を
行
う
。
モ
デ
ル
②
は
説
明
変
数
中
に
「
総
資
産
中
の
預
金
比
率
」
を
加
え
る
こ
と
で
、
預
金
―
国
債
、
貸
出
金
―
国
債
間

の
関
係
が
個
別
に
把
握
さ
れ
る
。

モ
デ
ル
①

預
金
国
債
比
率
＝
ａ
数
項
＋
ｂ
貸
出
率
＋
ｃ
経
常
利
益
率
＋
ｄ
地
域
ダ
ミ
ー
＋
ｅ
地
銀
・
第
二
地
銀
ダ
ミ
ー
＋
残
差

モ
デ
ル
②

国
債
資
産
比
率
＝
ａ
定
数
項
＋
b1
預
金
資
産
率
＋
b2
貸
出
資
産
率
＋
ｃ
経
常
利
益
率
＋
ｄ
地
域
ダ
ミ
ー
＋
ｅ
地
銀
・
第
二
地
銀
ダ

ミ
ー
＋
残
差

な
お
分
析
に
際
し
て
は
、
以
下
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

・
「
全
銀
行
」
分
析
時
に
は
、
都
銀
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
地
銀
ダ
ミ
ー
」「
第
二
地
銀
ダ
ミ
ー
」
を
使
用
す
る
た
め
、
都
銀
ダ
ミ
ー

は
使
用
し
な
い
。

・
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
別
の
分
析
時
に
は
、「
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
ダ
ミ
ー
」
は
設
定
し
な
い
。

・
地
域
ダ
ミ
ー
（
北
海
道
、
東
北
、
…
九
州
沖
縄
地
方
）
は
、
関
東
地
方
を
ベ
ー
ス
と
し
て
計
算
す
る
た
め
、
関
東
地
方
ダ
ミ
ー
は

設
定
し
な
い
。

（36）



・
分
析
手
法
と
し
て
シ
ン
プ
ル

な
形
の
パ
ネ
ル
分
析
モ
デ
ル

を
使
用
す
る
。
こ
れ
は
固
定

効
果
モ
デ
ル
、
ラ
ン
ダ
ム
効

果
モ
デ
ル
等
は
デ
ー
タ
量
の

制
約
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

こ
と
に
よ
る
。

以
下
は
、
図
表
13
、
モ
デ
ル

①
の
分
析
結
果
の
概
要
で
あ

る
。

・
預
貸
率
項
は
全
銀
行
、
都
銀
、

地
銀
、
第
二
地
銀
の
分
析
結

果
に
お
い
て
負
値
か
つ
有
意

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
銀
行
業

務
に
お
い
て
、
国
債
が
貸
出

金
と
代
替
的
な
投
資
対
象
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。

（37）

図表13 モデル①分析結果

・***は１％有意水準で有意、**は５％有意水準、*は10％有意水準で有意であることを示す（ボール
ド体は10％水準で有意、網掛けは１％及び５％水準で有意）。
・数値は係数、（ ）内は標準偏差値。

第二地銀ダミー（ｅ2） ―

修正R2値

説明変数の係数

0.396885

預貸率（ｂ）
－0.277987***
（0.044501）

地銀

－0.472225***
（0.031475）

―

0.453032

第二地銀

経常利益率（ｃ）
＋0.172814***
（0.069706）

＋0.131324*
（0.071746）

北海道ダミー（ｄ1）
＋0.018527
（0.019306）

－0.017234
（0.015873）

東北ダミー（ｄ2）
－0.018203**
（0.008536）

－0.033128***
（0.008390）

九州沖縄ダミー（ｄ8）
＋0.006459
（0.007818）

－0.046074***
（0.007593）

地銀ダミー（ｅ1） ― ―

全銀行
＋0.362137***
（0.025970）

＋0.509428***
（0.093870）

－0.049741*
（0.026771）

－0.359135***
（0.121563）

＋0.159103***
（0.071497）

0.194576
（0.228670）

－0.005837
（0.019568）

―

－0.012252
（0.019568）

―

信越北陸ダミー（ｄ3）
－0.014991
（0.010001）

―
＋0.001227
（0.009086）

－0.037991***
（0.009181）

東海ダミー（ｄ4）
－0.025779***
（0.009632）

―
－0.011480
（0.009058）

－0.019080**
（0.008441）

近畿ダミー（ｄ5）
－0.030140***
（0.009620）

―
－0.000135
（0.008967）

－0.013430
（0.011248）

中国ダミー（ｄ6）
0.009850
（0.010617）

―
＋0.019840**
（0.010084）

－0.005609
（0.009000）

四国ダミー（ｄ7）
－0.018060
（0.011048）

―
－0.000473
（0.010920）

－0.033179***
（0.009128）

－0.020299***
（0.008366）

―

－0.182831***
（0.012622）

―

－0.206383***
（0.012887）

―

0.413852 0.270752

都銀（注３）

定数（ａ）
＋0.475749***
（0.025004）

＋0.340948***
（0.034356）



・
全
銀
行
の
分
析
結
果
に
お
い
て
、
地
銀
及
び
第
二
地
銀
ダ
ミ
ー
項
は
負
値
か
つ
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
銀
・
第
二
地
銀
の
預

金
を
基
準
と
し
た
国
債
保
有
比
率
（
国
債
預
金
率
）
が
、
都
銀
に
比
し
て
有
意
に
低
い
こ
と
を
示
す
。

・
経
常
利
益
率
が
正
値
か
つ
有
意
で
あ
る
分
析
結
果
が
多
い
（
都
銀
を
除
く
）
こ
と
か
ら
、
経
常
利
益
率
と
預
金
国
債
率
の
間
に
正

の
相
関
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
（
但
し
、
両
者
の
因
果
関
係
は
、
本
分
析
で
は
特
定
で
き
な
い
）。

・
関
東
地
方
の
銀
行
を
基
準
と
し
て
国
債
預
金
率
を
分
析
す
る
地
域
別
ダ
ミ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
銀
の
分
析
と
、
第
二
地
銀
の
分
析

結
果
は
異
な
る
。

・
地
銀
の
分
析
結
果
に
お
い
て
、
東
北
地
方
は
関
東
地
方
に
比
べ
て
国
債
の
保
有
比
率
が
低
く
、
関
東
、
北
海
道
、
信
越
北
陸
、
東

海
、
近
畿
、
中
国
、
九
州
沖
縄
地
方
の
国
債
保
有
比
率
は
相
対
的
に
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

・
第
二
地
銀
に
つ
い
て
は
、
東
北
、
信
越
北
陸
、
東
海
、
四
国
、
九
州
沖
縄
地
方
の
国
債
保
有
比
率
が
低
く
、
北
海
道
、
関
東
、
近

畿
、
中
国
地
方
は
相
対
的
に
国
債
保
有
比
率
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

以
下
は
、
図
表
14
、
モ
デ
ル
②
の
分
析
結
果
の
概
要
で
あ
る
。

・
「
全
銀
行
」「
都
銀
」
部
門
に
つ
い
て
、
預
金
総
資
産
項
が
正
か
つ
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
預
金
（
の
総
資
産
に
占
め
る
比
率
）

が
拡
大
す
れ
ば
、
国
債
保
有
比
率
が
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
但
し
、「
地
銀
」「
第
二
地
銀
」
に
つ
い
て
は
負
値
か
つ
有

意
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
地
銀
及
び
第
二
地
銀
に
つ
い
て
は
、
当
該
傾
向
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

・
全
銀
行
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
地
銀
ダ
ミ
ー
及
び
第
二
地
銀
ダ
ミ
ー
値
が
、
負
値
か
つ
有
意
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
銀

及
び
第
二
地
銀
の
国
債
保
有
比
率
が
都
銀
に
比
べ
て
低
い
こ
と
を
示
す
（
モ
デ
ル
①
結
果
と
整
合
的
）。

・
全
部
門
の
分
析
に
お
い
て
、
貸
出
総
資
産
項
が
負
値
か
つ
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
銀
行
業
務
上
、
国
債
保
有
と
貸
出
が
代
替
的
な

投
資
対
象
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
モ
デ
ル
①
結
果
と
整
合
的
）。

（38）



・
経
常
利
益
率
が
正
値
か

つ
有
意
で
あ
る
分
析
結

果
が
多
い
（
地
銀
を
除

く
）
こ
と
か
ら
、
預
金

国
債
率
と
経
常
利
益
率

間
に
正
の
相
関
関
係
が

示
唆
さ
れ
る
（
但
し
、

両
者
の
因
果
関
係
は
、

本
分
析
で
は
特
定
で
き

な
い
）（
モ
デ
ル
①
結

果
と
整
合
的
）。

・
地
銀
の
分
析
結
果
に
お

い
て
、
東
北
、
東
海
、

四
国
地
方
は
、
関
東
地

方
に
比
べ
て
国
債
の
保

有
比
率
が
低
く
、
関
東
、

北
海
道
、
信
越
北
陸
、

近
畿
、
中
国
、
九
州
沖

（39）

図表14 モデル②分析結果

・***は１％有意水準で有意、**は５％有意水準、*は10％有意水準で有意であることを示す（ボール
ド体は10％水準で有意、網掛けは１％及び５％水準で有意）。
・数値は係数、（ ）内は標準偏差値。

第二地銀ダミー（ｅ2） ―

修正R2値

説明変数の係数

0.443470

預金総資産率（ｂ1）
－0.014776
（0.082377）

地銀

＋0.060650
（0.055978）

―

0.536706

第二地銀

貸出総資産率（ｂ2）
－0.530634***
（0.029818）

－0.330469***
（0.044401）

経常利益率（ｃ）
＋0.063921
（0.056285）

＋0.081767***
（0.063576）

北海道ダミー（ｄ1）
＋0.026329*
（0.015344）

－0.019267
（0.013966）

九州沖縄ダミー（ｄ8）
－0.003930
（0.006299）

－0.040671***
（0.006695）

地銀ダミー（ｅ1） ― ―

全銀行
＋0.301723
（0.018822）

＋0.280585
（0.045909）

＋0.187503
（0.025837）***

＋0.170673**
（0.070257）

－0.482338***
（0.023087）

－0.492666***
（0.070948）

＋0.148676***
（0.039450）

＋0.567048***
（0.116383）

＋0.005267
（0.010815）

―

東北ダミー（ｄ2）
－0.024317***
（0.005102）

―
－0.022801***
（0.006829）

－0.032399***
（0.007375）

信越北陸ダミー（ｄ3）
－0.012436**
（0.005525）

―
－0.003055
（0.007222）

－0.034506***
（0.008064）

東海ダミー（ｄ4）
－0.017690***
（0.005324）

―
－0.015639**
（0.007205）

－0.023188***
（0.007515）

近畿ダミー（ｄ5）
－0.002536
（0.005364）

―
－0.007146
（0.007154）

－0.014057
（0.009859）

中国ダミー（ｄ6）
＋0.00158
（0.005885）

―
＋0.002549
（0.008179）

－0.007750
（0.007921）

－0.013823**
（0.004624）

―

－0.030285***
（0.008862）

―

－0.030372***
（0.009776）

―

0.573558 0.765664

都銀（注３）

定数項（ａ）
＋0.416520***
（0.050849）

＋0.367168***
（0.078305）

四国ダミー（ｄ7）
－0.021035***
（0.006145）

―
－0.022406**
（0.009029）

－0.038593***
（0.008202）



縄
地
方
の
国
債
保
有
比
率
は
相
対
的
に
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

・
第
二
地
銀
に
つ
い
て
は
、
東
北
地
方
、
信
越
北
陸
、
東
海
、
四
国
、
九
州
沖
縄
地
方
の
国
債
保
有
比
率
が
低
く
、
北
海
道
、
関
東
、

近
畿
、
中
国
地
方
は
相
対
的
に
国
債
保
有
比
率
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

６
　
ま
と
め

本
稿
で
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
二
四
年
度
の
銀
行
部
門
の
国
債
保
有
状
況
に
つ
い
て
、
描
写
及
び
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

以
下
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
銀
行
部
門
に
つ
い
て
、
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
別
の
国
債
保
有
状
況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
都
銀
に
お
け
る
国
債
残
高

が
最
も
拡
大
幅
が
大
き
く
、
地
銀
・
第
二
地
銀
は
相
対
的
に
小
幅
な
拡
大
状
況
で
あ
っ
た
。
貸
出
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
都
銀
は
減

少
し
て
い
る
が
、
地
銀
・
第
二
地
銀
で
は
横
ば
い
（
微
増
）
で
あ
り
、
都
銀
と
地
銀
・
第
二
地
銀
の
間
で
、
国
債
保
有
・
貸
出
に
関

す
る
行
動
に
違
い
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
地
銀
・
第
二
地
銀
に
お
け
る
地
方
別
の
国
債
保
有
状
況
に
つ
い
て
も
、
其
々
違
い
が
存
在
し
て
い
た
。

最
後
に
、
銀
行
部
門
に
お
け
る
個
別
行
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
国
債
保
有
比
率
と
預
金
、
貸
出
金
、
経
常
利
益
率
、
地
域
別
状
況
に

つ
い
て
、
パ
ネ
ル
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
債
と
貸
出
金
は
、
銀
行
業
務
に
お
け
る
代
替
的
な
投
資
対
象
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
、
都
銀
・
地
銀
・
第
二
地
銀
間
で
明
確
な
国
債
保
有
比
率
の
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

注（
１
）

拙
稿
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
導
入
か
ら
一
年
―
機
関
投
資
家
の
動
き
―
」（
証
研
レ
ポ
ー
ト
一
六
八
四
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
））

（40）



（
２
）

都
銀
部
門
の
構
成
行
は
み
ず
ほ
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三
井
住
友
、
り
そ
な
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
、
埼
玉
り
そ
な
の
各
行
。
都
銀
、

地
銀
、
第
二
地
銀
の
分
類
は
全
国
銀
行
協
会
の
分
類
に
従
っ
て
い
る
。

（
３
）

み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
は
、
債
券
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
比
率
が
高
く
、
他
行
と
預
金
の
位
置
づ
け
が
異
な
る
。
同
行
を
含
め
て
、

（
デ
ー
タ
サ
ン
プ
ル
の
少
な
い
）
都
銀
六
行
の
み
を
分
析
し
た
場
合
、
同
行
の
影
響
を
無
視
で
き
ず
、
多
く
の
説
明
変
数
で
有
意
水
準
の
低

下
や
正
負
符
号
の
不
安
定
化
が
発
生
し
た
。
つ
い
て
は
、
都
銀
を
対
象
と
す
る
分
析
に
お
い
て
は
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
を
例
外

値
と
し
て
控
除
し
て
い
る
。

（
し
ま
　
よ
し
の
り
・
客
員
研
究
員
）

（41）


